
事業群評価調書（令和４年度実施）

2-2 永峯　裕一
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③ 1,713,290

基準年 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標（年度）

目標値① 61.9% 63.0% 64.0% 65.0% 66.0%
66.0％
（R7）

実績値②
58.6％
(H30）

65.0% 進捗状況

達成率
②／①

105% 順調

基準年 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標（年度）

目標値① 842万人 872万人 878万人 885万人 891万人
891万人

（R7）

実績値②
836万人
(H30）

445万人 進捗状況

達成率
②／①

52% 遅れ

基準年 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標（年度）

目標値① 3,944億円 3,992億円 4,040億円 4,089億円 4,137億円
4,137億円

（R7）

実績値②
3,778億円

(H30）
1,868億円 進捗状況

達成率
②／①

47% 遅れ

基 本 戦 略 名 交流人口を拡大し、海外の活力を取り込む 事業群主管所属・課(室)長名 文化観光国際部　観光振興課

施 策 名 地域に新たな価値を付加する魅力ある観光まちづくりの推進 事 業 群 関 係 課 （ 室 ）

事 業 群 名 高付加価値化に取り組む観光事業者への支援 令 和 ３ 年 度 事 業 費 （ 千 円 ） 　※下記「２．令和３年度取組実績」の事業費（R3実績）の合計額

１．計画等概要

（長崎県総合計画チェンジ＆チャレンジ2025　本文） （取組項目）

魅力ある観光地を創出するための取組として、関連事業者との連携などの高付加価値化や、新型コロナ
ウイルス感染症の経験を踏まえた観光関連産業における安全・安心対策への対応に取り組む観光事業者
へのさらなる支援を行います。また、主に高校生を対象とした講座の開催などによる観光産業の担い手確保
や宿泊施設のプロフェッショナル人材の認定制度の実施など高度人材の育成に取り組みます。

ⅰ）付加価値やおもてなしの向上、安全・安心対策に取り組む観光事業者への支援
ⅱ）観光ガイドの育成及びスキルアップ
ⅲ）宿泊施設の人材確保・育成
ⅳ）宿泊施設のプロフェッショナル人材の育成

事
業
群

　　　　　　　　　　指　標 （進捗状況の分析）

観光客（宿泊）のリピーター率

　観光客（宿泊）のリピーター率について、平成31年度(令和元年度）は
58.4%（対前年比0.2%減）、令和2年度は62.9%（対前年比4.5%増）、令和3年
度は65.0%（対前年比2.1%増）となっており、目標を達成することができた。
　延べ宿泊者数について、平成31年（令和元年）は約820万人（対前年比
16万人減少（1.9%減））、令和2年は約442万人（対前年比378万人減少
（46.1%減））、令和3年は約445万人（対前年比2万人増（0.5%増））となっ
ており、新型コロナウイルス感染症の影響が大きく目標を達成することが
できなかった。
　観光消費額（総額）について、平成31年（令和元年）は3,678億円（対前年
比100億円減少（2.6%減））、令和2年は1,873億円（対前年比1,805億円減少
（49.1%減））、令和3年は1,868億円（対前年比5億円減少（0.3%減））となって
おり、目標を達成することができなかった。
　上記のとおり、延べ宿泊者数及び観光消費額については、新型コロナウ
イルス感染症による影響が大きく、平成31年（令和元年）から令和3年は
減少傾向となっている。
　令和７年度の目標達成に向けて、今後は、団体から個人旅行への転換
やマイクロツーリズムの進展など、コロナ禍を経て変化する新たな観光需
要に対応していくため、地域資源を活用した魅力的な観光まちづくりに取
り組んでいく。

　　　　　　　　　　指　標

延べ宿泊者数

　　　　　　　　　　指　標

観光消費額（総額）



R2実績

R3実績

R4計画

3,966 2,019 2,347 【活動指標】 4 6 150%

4,015 2,107 2,337
R2.3:宿泊施設品質認
証制度説明会（回） 4 4 100%

4,989 2,245 2,304
R4-:品質・おもてなし
向上に向けた研修
（回）

2

【成果指標】 30 24 80%

30 25 83%

― ― ― 30

【活動指標】

18 18 100%

【活動指標】

1,200

【成果指標】

500 476 95%

【成果指標】

500 616 123%

― ― ― 600

6,285 3,106 3,130 【活動指標】 4 6 150%

5,408 2,739 2,337 4 6 150%

4,814 1,631 2,304 4

【成果指標】 5.5 6.3 114%

5.5 5.1 92%

― ― ― 5.5

R3実績

所管課(室)名 事業対象

事業実施の根拠法令等

事業期間 法令による
事業実施の
義務付け

県の裁量
の余地が
ない事業

他の評価
対象事業

(公共、研究等)
R4目標

２．令和３年度取組実績（令和４年度新規・補正事業は参考記載）

取
組
項
目

中
核
事
業

事
業
番
号

事務事業名

事業費　(単位:千円） 事業概要 指標（上段：活動指標、下段：成果指標）

令和３年度事業の成果等

うち
一般財源

人件費
(参考)

令和３年度事業の実施状況
（令和４年度新規・補正事業は事業内容） 主な指標

R2目標 R2実績

達成率

R3目標

●事業の成果
・世界遺産の価値を説明できる巡礼ガイドのスキ
ルアップ講座には８５名が参加し、構成資産だけ
ではなく、関連のある遺産等におけるガイド知識
の充実が図られた。
●事業群の目標達成への寄与
・平戸市春日集落においては定点ガイド配置実
施事業を行った。この現地で価値を伝える仕組
みが地域で浸透し、観光人材のさらなる育成に
つながっていくことが期待できる。

ガイドスキルアップ講
座開催回数（回）

ガイド活用率（％）
民間団体等

○ 3

世界遺産感動体験促進
事業費

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の価値として認
められている潜伏期だけでなく、伝来期から復活期までを含め
た全体のストーリーを説明できるガイドの育成に加え、観光関連
事業者向けのセミナーや旅行会社等への情報発信を通じて、観
光客の広域周遊や再来訪を促進し、世界遺産効果の延長を
図った。―

R2-4

観光振興課

32,718

新たに認証を取得し
た事業者数（事業者）

宿泊施設品質認証制
度の取得施設数（累
計）

27,107

R3-

観光振興課 県内宿泊施設事業者

補助制度を活用した
事業者数（事業者）

取組
項目
ⅱ

0 0

・訪日外国人旅行者周遊促進事業費
補助金交付要綱
・長崎県宿泊施設感染拡大防止策等
支援事業費補助金実施要綱

補助事業・認証制度
説明会開催数（回）

施設認証にかかる調
査実施回数（回）

取組
項目
ⅰ

○ 1

「長崎の宿」品質・おもて
なし向上事業費

「観光の産業化」を図るうえで重要となる宿泊施設の品質・おも
てなし向上に向け、「宿泊施設品質認証制度（サクラクオリ
ティ）」や「宿泊施設グレードアップネットワーク」等を通じて、その
向上に取り組む事業者を重点支援した。

令和４年度からは、宿泊施設従事者向けの研修等を通じた人
材育成の取組も行い、さらなる品質・おもてなし向上を図る。

●事業の成果
・昨年度同様、コロナ禍により合同説明会の開
催を見送る等、活動が制限された中、個別訪問
等により数を絞って説明を実施。また、継続して
県観光情報サイト「ながさき旅ネット」等の媒体を
通じた認知度向上にも取り組んだ結果、認証施
設は1施設の増となった。
●事業群の目標達成への寄与
・認証施設の増加により、宿泊施設の品質向上
及び宿泊客の満足度向上につながり、再訪・消
費拡大へ寄与することが見込まれる。

―

R元-6

観光振興課 県内宿泊事業者等

2

宿泊施設感染拡大防止
策等支援事業費

新型コロナウイルスの感染拡大を踏まえ、宿泊施設における
感染防止対策や新たな需要に対応するための経費にかかる支
援を行ったほか、県内の第三者認証制度に県が参画すること
で、認証施設の拡充や制度認知度の向上を図った。

●事業の成果
・県内各地で制度の説明会を行ったことにより、
目標はわずかに下回ったものの、宿泊施設の感
染対策の強化が図られたほか、新たな需要の創
出に繋がる支援を行うことができた。加えて、第
三者認証を受けることで、安全安心な受け入れ
態勢の整備が図られた。
●事業群の目標達成への寄与
・上記のとおり、新型コロナに関する安全安心を
高め、新たな需要創出に向けた取り組みを行っ
たことにより、満足度向上、ひいてはリピータ―
化、観光消費額の拡大に寄与するものと考え
る。

1,699,823 0



【活動指標】

2,856 1,447 2,337 1 1 100%

4,920 2,811 3,072 1

【成果指標】

1 1 100%

― ― ― 2

1,526 776 3,130 【活動指標】 60 91 151%

1,188 612 3,116 60 44 73%

2,697 1,377 3,072 60

【成果指標】 50 5.1 10%

20 20.8 104%

― ― ― 30

ⅰ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

ⅱ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

ⅲ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

ⅳ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

●事業の成果
・令和３年度では、過去最多の27名が認定試験
を受験する等、制度の浸透が図られつつある。
また、勉強会や認定者同士の意見交換等を通
じ、ランクアップ認定者も1名輩出となった。
●事業群の目標達成への寄与
・「長崎コンシェルジュ」制度の周知・確立を通じ
て、宿泊施設従事者のサービス向上に向けた意
識改革への寄与が期待される。

観光の「ミライ☆ニナイ」
手育成事業費

主に県内の高校２年生を対象に、明確なジョブイメージを持っ
て観光関連産業に就職し、将来にわたって活躍できる人材の確
保・育成を図るため、観光（主に宿泊業）をテーマにした講座（全
６回）を実施した。

令和４年度からは、観光をテーマにした講座の実施に加え、宿
泊業の仕事を紹介する冊子等の媒体を活用し、宿泊業への就
職の促進やその後の定着を図る。

●事業の成果
・新型コロナウイルス感染症の拡大によって宿泊
業が大打撃を受けていることから、宿泊施設へ
の就職を不安に思う生徒が多く、就職希望者は
大幅に減少しているものの、講座には１２校から
４４人が参加し、うち２７名が修了（４回以上受
講）しており、宿泊業で働く意欲がある生徒への
ジョブイメージの形成につながった。
●事業群の目標達成への寄与
・県内宿泊施設への就職に関して、現時点では
志望するかどうか不明と回答した生徒が７５％を
占めているが、将来の職業選択の一つとして宿
泊業について考えてもらうきっかけとなった。

―

R元-6

観光振興課

受講後アンケートで、
就職活動の際、県内
宿泊施設への就職を
志望すると回答した
者の割合（％）

県内高校生

ランクアップ認定者数
（人）

観光の「ミライ☆ニナ
イ」塾への参加生徒
数（人）

認 定 試 験 実 施 回 数
（回）

○ 4

「長崎コンシェルジュ」推
進事業費

県内の宿泊施設において、満足いただけるサービスを提供す
るとともに、長崎県ならではの魅力を伝えることのできる人材「長
崎コンシェルジュ」の周知・育成に取組み、認定者の増加を図っ
た。また、新たに認定者間の交流を図る取り組みを行う等、既認
定者の質の向上にも取り組んだ。

―
R3-5

観光振興課 県内宿泊施設事業者

巡礼ガイドに関しては、引き続きスキルアップ講座を実施し、実務可能なガイドの育成やガイ
ドの質向上に注力する。また、ガイドネットワーク会議や長崎県観光ガイド連絡協議会研修会
の中で、ガイド後継者不足等の課題について検討していく。

取組
項目
ⅲ

宿泊施設の人材確保・育成

人材確保の面では、観光の「ミライ☆ニナイ」手育成塾の実施により、これまで高校2年生を対象に宿泊施設の魅力を伝え
てきた。しかし、新型コロナウイルス感染症により宿泊施設は大きな影響を受けたことから、宿泊施設への就職に不安を感じ
る生徒が増え、当塾への参加者数は令和元年度と比べ大幅に減少している。

西九州新幹線の開業や長崎駅周辺の再開発など、本県は100年に1度の変化が到来してい
るところである。また新たに大型ホテルも複数、開業するなど、本県観光を取り巻く環境は劇
的に変化し、観光関連人材の需要も大きくなると予想されることから、関係団体・機関と連携し
た人材確保・育成策を展開していく。

宿泊施設のプロフェッショナル人材の育成

長崎コンシェルジュにおいては、令和3年度に新たに16名が認定を受け、累計59名の認定者となるなど、過去５回の認定試
験を経て着実に周知が進んでいる。しかしながら、未だ十分な周知の状況とは言えず、宿泊事業者や観光客に向けた更なる
周知が必要である。また、ゴールド認定者の輩出が進まないなど、認定者の更なる質の向上に向けた取組みも重要となる。

引き続き更なる制度の周知に向け、チャネルの拡充も含めた検討を行い、新規認定者の増
加に取り組むことに加え、認定者の質の向上に向けた取り組みも拡充することで、ランクアッ
プ認定者の増加にも取り組んでいく。

5

３．実績の検証及び解決すべき課題と解決に向けた方向性
付加価値やおもてなしの向上、安全・安心対策に取り組む観光事業者への支援

新型コロナウイルス感染症の拡大により、宿泊客の減少のほか、安全安心対策にかかる費用や人手の増加など喫緊の課
題への対応が求められていたことや、感染拡大防止の観点から、宿泊施設品質認証制度の勉強会などの実施が困難であっ
た。

新型コロナウイルス感染症による行動制限は緩和傾向にあり、宿泊客も戻ってきているものの、宿泊施設における感染対
策は今後も継続し、安全安心な受け入れ態勢を整える必要がある。

宿泊施設品質認証制度については、引き続き、「ながさき旅ネット」等を活用した効果的な情
報発信を行うとともに、認証施設拡大に向け、個々の宿泊施設の状況を勘案しながら、アプ
ローチを実施していく。

感染拡大防止対策にかかる消耗品については今後も継続して必要となってくるが、設備等
の導入については、一定、支援を行うことができた。第三者認証制度はアフターコロナも見据
え、役割や取組内容等、実行委員会の中で協議して方向性を決めていく。

観光ガイドの育成及びスキルアップ

世界遺産の価値を説明できるガイド（巡礼ガイド）については、これまで142名が認定され、またガイドのスキルアップのため
の講座の受講者も一定数を確保しているが、ガイドには高齢者も多く、今後の後継者の育成が課題となっている。同様に県
内の観光ガイド団体についても、後継者の育成、ガイドスキルの向上、ガイドによる収入の増加などの課題を抱えている。



注：「２．令和３年度取組実績」に記載している事業のうち、令和３年度終了事業、100%国庫事業など
で県の裁量の余地がない事業、公共事業評価対象事業、研究事業評価対象事業、指定管理者制
度導入施設評価対象事業については、記載対象外としています。

【事業構築の視点】

①　視点①　事業群としての成果目標に対し、特に効果が高い事業の見極め、 事業の選択と集中ができているか。
②　視点②　指標の進捗状況に応じて、その要因分析及びさらに高い効果を出すための工夫、目標に近づけるための
　　工夫を検討・実施できているか。
③　視点③　人員・予算を最大限効果的に活用するための事務・事業の廃止・見直しができているか。
④　視点④　政策間連携により事業効果が高められないか。事業群としてリーダーの明確化、関係課の役割分担・
　　協力関係の整理ができているか。
⑤　視点⑤　県と市町の役割分担・協力関係の整理・認識共有ができているか。
⑥　視点⑥　県と民間の役割分担・協力関係の整理・認識共有ができているか。
⑦　視点⑦　戦略的に関係者の行動を引き出せているか。
⑧　視点⑧　国制度等の最大限の活用が図られているか。国へ政策提案（制度改正要望）する必要はないか。
⑨　視点⑨　経済情勢等、環境の変化に対応した効果的・適切な見直しとなっているか。
⑩　その他の視点

取組
項目
ⅰ

2

宿泊施設感染拡大防止
策等支援事業費

― ⑨

認証制度を通じ、宿泊施設の感染防止対策強化に取り組み、国・県のキャンペーン
との連動を行うなど、消費者が安心して観光できる環境づくりに寄与。現在は、県の宿
泊割引キャンペーン参加施設以上の認証施設数となるなど、宿泊施設における感染
防止対策への認識の徹底も進んでおり、一定の支援を行うことができたことから終了
とする。

終了

R3-

観光振興課

○ 1

「長崎の宿」品質・おもて
なし向上事業費

宿泊施設においては、長引くコロナの影響もあり人材の確保・育
成が困難な状況にあることから、令和４年度においては今までの
宿泊施設品質認証制度取得に向けた取組み等に加え、研修によ
る人材育成を通じた宿泊施設の品質・おもてなし向上を図る。

⑨
長引くコロナの影響や原油価格・物価高騰の影響等、宿泊事業者を取り巻く環境が

厳しさを増す中、品質・おもてなし向上による高付加価値化や集客増などに取り組む
事業者を継続して支援し、観光産業の回復・強化を図る。

改善

R元-6

観光振興課

取組
項目
ⅱ

○

事務事業名

事業期間

所管課(室)名

令和４年度事業の実施にあたり見直した内容
令和５年度事業の実施に向けた方向性

事業構築
の視点

見直しの方向 見直し区分
※令和４年度の新たな取組は「R４新規」等と、見直しがない場合は「―」と記載

取
組
項
目

中
核
事
業

事
業
番
号

取組
項目
ⅲ

○ 4

「長崎コンシェルジュ」推
進事業費

新規認定者及びランクアップ認定者増加に向けた勉強会コンテ
ンツの見直し、令和3年度に開始した長崎コンシェルジュ認定者か
らなるネットワークの更なる強化に向け、観光地視察等メニューの
拡充を実施。

②
宿泊事業者や観光客等に対する長崎コンシェルジュ制度の更なる認知度の向上に

向けたチャネルの拡充を図り、県下全域における長崎コンシェルジュ配置への取り組
みを強化する。

改善

R3-5

観光振興課

5

観光の「ミライ☆ニナイ」
手育成事業費

これまで実施してきた観光の「ミライ☆ニナイ」塾の実施に加え、
宿泊業の具体的な仕事について紹介する冊子を新たに制作・配
布することにより、宿泊業への就職の促進やその後の定着を図
る。

②
令和4年度の事業内容を検証したうえで、「ミライ☆ニナイ」塾の講義内容を見直すと

ともに、宿泊事業を中心とした観光関連産業の情報発信を強化する。
改善

R元-6

観光振興課

3

世界遺産感動体験促進
事業費 令和3年度実施したカトリック学校向けのモニターツアーが修学

旅行の誘致に繋がった実績を踏まえ、令和4年度は関東圏のカト
リック学校向けの修学旅行誘致説明会を実施する。

②

繁忙期におけるガイド不足を解決するため、引き続き実務可能なガイドの育成やガ
イドの質向上を目的とした講座を実施するとともに、関東圏のカトリック学校向けの修
学旅行誘致説明会を実施し、潜伏キリシタン関連遺産の周遊促進に向けた人材育成
と情報発信の双方に注力する。

改善

R2-4

観光振興課

４．令和４年度見直し内容及び令和５年度実施に向けた方向性


